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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
、国
内
に
お
い
て
は
、7
月
に
西
日
本

や
近
畿
地
方
な
ど
で
発
生
し
た
豪
雨
災
害
な

ど
非
常
に
災
害
が
多
い
一
年
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
地
球
の
温
暖
化
等
に

よ
り
、
何
時
・
何
処
で
甚
大
な
災
害
が
発
生

す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
議
会
と
致
し

ま
し
て
も
執
行
機
関
と
協
力
し
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の
安
全
安

心
を
第
一
に
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
、
「
行
政
の
監
視
機
能
」
は
も
と
よ

り
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
し
た
議
会

運
営
を
目
指
し
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
と
雲
仙
市
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

雲
仙
市
議
会

　  

議
長
　
元
村 

康
一

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



　○冷房設備等対応臨時特例交付金事業〔新規〕
	 補正額　10億4,500万円

【事業目的】　�小中学校における熱中症対策として創設された国の臨時特例交付金を活用
し、市内の小中学校校舎�（小学校18，中学校7）�の教室等へ空調設備の整備を
行い、児童・生徒の体調管理及び学習環境の向上を図る。

【今後のスケジュール】
　平成31年の夏には、市内小中学校の
　普通教室に冷房設備が設置される予定です！

　○新水産業経営力強化事業
	 補正額　1,000万円　　　補正後　3,992万4千円

【事業目的】　�漁業協同組合等が取り組む資源管理や漁場環境改善、生産流通基盤整備事
業、および意欲ある漁業者が経営改善計画を策定して取り組む収益性強化・
向上対策事業への支援を行い、市内水産業の収益性向上と活性化を図る。

平成30年度一般会計補正予算の主な事業

平成30年 第4回定例会の概要
　平成30年第４回定例会が11月29日㈭～12月21日㈮の23日間開催され、
議員９名の一般質問と条例改正２件、補正予算６件、指定管理者の指定２
件などの議案について審議が行われ、採決がなされました。

注目事業！
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　○吾妻　町下地区公有水面埋立事業〔新規〕
	 補正額　380万円

【事業目的】　�町下地区の埋立事業
を実施し、企業誘致
用地としての活用を
進め、市内の産業発
展や人口増加等地域
の活性化を図る。

【補正理由】　�埋立申請及び用途変
更申請に係る予算が
必要となった。

吾妻町町下地区埋立構想図

約２.７ha

約６.９ha

将来構想地

既存埋立地
諫

早
湾

干
拓

堤
防

道
路

橋梁部 約１７０m

３.４ha
黄色部分が今回
追加埋立予定地です。

　手話が言語であるとの認識に基づき、手話に対する理解の促進及び手話の普及に関する
基本理念を定め、ろう者とろう者以外の者とがお互いに尊重し、支え合い、全ての人が安心
して暮らすことができる地域社会を実現することを目的とする。

雲仙市手話言語条例の制定について

☆�条例の採決が行われる日に、� �
「手話サークルうんぜん」の皆様が本会議を傍聴されました。
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管理を行わせる施設の
名称及び所在地

指定管理者
指定期間

住　　所 名称及び代表者

雲仙市千々石農産物直売所

雲仙市千々石町丙2138番地１

雲仙市千々石町
甲173番地５

嘉祥株式会社

代表取締役
　沖田　慎太郎

平成31年
４月１日から
平成35年
３月31日まで

※指定管理者制度とは
　「指定管理者制度」は、公の施設の管
理運営を民間業者に委ね、民間事業者
の優れた経営ノウハウや技術等を活
用することにより、管理経費の縮減、
利用者へのサービス向上等を図るこ
とが期待できる制度。

雲仙市千々石農産物直売所の指定管理について

管理を行わせる施設の
名称及び所在地

指定管理者
指定期間

住　　所 名称及び代表者

雲仙市国見総合運動公園
（遊学の里くにみ）

雲仙市国見町神代丙
1230番地１

雲仙市国見町
多比良戊
529番地４

特定非営利活動法人
Ｖ・ファーレン長崎
スポーツコミュニティ

理事長　小嶺忠敏

平成31年
４月１日から
平成35年
３月31日まで

※�Ｖ・ファーレン長崎スポーツコミュニ
ティとＶ・ファーレン長崎（サッカー
チーム）は、異なる団体です。

雲仙市国見総合運動公園（遊学の里くにみ）の指定管理について

4雲仙市議会だより●第59号（平成31年2月)



討 論
【反対】
　社会保障と税の一体改革においては、消
費税率の引き上げによる増収分をすべて社
会保障費の財源に充て、安定財源を確保す
ることで制度の充実・安定化と、将来世代
への負担の先送りの軽減を同時に実現しよ
うとするものである。税率引き上げについ
ては、メリット、デメリットそれぞれの論
評がなされているが、この一体改革の本来
の趣旨に立ち戻れば、税率改正は必要不可
欠であると考えるため反対する。

【賛成】
　消費税は低所得者ほど苦しめられる税金
であり、累進課税という税金の原則に反し
ている。低所得者が高所得者より高い負担
率を押し付けられる異常な実態が客観的な
数値からも明らかにされている。市民生活
を守るうえからも日本経済の先行きを考え
た場合も、今回の消費税率10％が実現され
ると大変な事態となると考えるため、本請
願に賛成する。

◆国に対し「消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書」の提出を
　求める請願　

賛　　否　　表
※本会議において否決及び賛否が
　分かれた議案について掲載して
　います。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結　
　
果

表
決
数

藤
本
淳
次
郎

山
本　

松
一

大
山　

真
一

矢
﨑　

勝
己

渡
辺　

勝
美

佐
藤　

義
隆

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

深
堀　

善
彰

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

大
久
保
正
美

小
畑　

吉
時

小
田　

孝
明

浦
川　

康
二

国に対し「消費税率１０％への引き上げ
中止を求める意見書」の提出を求める
請願

不採択 2：16 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

○賛成　　●反対

人
事
案
件

教育委員会委員

前田 眞一 氏

平
成
30
年
12
月
２
日
～

　
平
成
3４
年
12
月
１
日（
４
年
間
）

教
育
委
員
会
委
員
と
は
？

　
地
方
公
共
団
体
に
は
、
教
育
の
政
治
的

中
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
教
育
事
務
を
執

行
す
る
機
関
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の

長
か
ら
独
立
し
て
自
ら
決
定
権
を
も
つ
教

育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
仙
市
教
育
委
員
会
で
は
1
人
の
教
育

長
と
４
人
の
教
育
委
員
の
合
議
に
よ
り
、

教
育
行
政
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に

つ
い
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

１　
任
命
：�

議
会
の
同
意
を
得
て
市
長
が

任
命
し
ま
す
。

２　
任
期
：�

教
育
委
員
の
任
期
は
4
年
で

す
。

３　
身
分
：�

委
員
の
身
分
は
、
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
非
常
勤
で
す
。
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第 72 号 平成30年度雲仙市一般会計補正予算（第３号）案について 原案可決

議案 第 73 号 教育委員会委員の任命について 原案可決

議案 第 74 号 長崎県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び長崎
県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議について 原案可決

議案 第 75 号 雲仙市手話言語条例の制定について 原案可決

議案 第 76 号 雲仙市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について 原案可決

議案 第 77 号 平成30年度雲仙市一般会計補正予算（第４号）案について 原案可決

議案 第 78 号 平成30年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 79 号 平成30年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 80 号 平成30年度雲仙市温泉浴場事業特別会計補正予算（第１号）案について 原案可決

議案 第 81 号 平成30年度雲仙市水道事業会計補正予算（第２号）案について 原案可決

議案 第 82 号 指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 83 号 指定管理者の指定について 原案可決

議案 第 84 号 動産の買入れについて 原案可決

議案 第 85 号 損害賠償の額の決定及び和解について 原案可決

請願 第 2 号 国に対し「消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書」の提出を求め
る請願 不採択

平成30年第４回雲仙市議会定例会　議決結果
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常任委員会報告

●
繰
越
明
許
費
補
正
の
中
で
庁
舎
整

備
事
業
１
７
４
７
万
４
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
年
度
予

定
し
て
い
た
（
仮
称
）
新
瑞
穂
総
合

支
所
の
基
本
設
計
に
か
か
る
委
託
料

で
あ
る
。
当
初
、市
民
説
明
会
の
後
、

直
ち
に
基
本
設
計
業
務
を
発
注
し
、

平
成
30
年
度
内
に
終
了
す
る
計
画
と

し
て
い
た
が
、
発
注
方
法
の
検
討
が

必
要
と
な
り
、
年
度
内
に
基
本
設
計

を
終
了
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た

た
め
に
繰
り
越
す
も
の
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

質
疑　
発
注
方
法
の
検
討
が
必
要
と

な
っ
た
理
由
は
何
か
。

答
弁　
発
注
手
続
き
の
段
階
で
現
行

の
入
札
制
度
で
は
、
今
回
の
発
注
金

額
が
高
額
で
あ
り
、
対
応
で
き
る
業

者
が
市
内
に
は
少
な
い
こ
と
か
ら
、

市
内
業
者
が
入
札
に
参
加
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
判
明
し

た
。
市
内
業
者
に
、
幅
広
く
入
札
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
し

た
結
果
、
新
た
な
要
領
の
制
定
が
必

要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

質
疑　
新
た
な
要
領
の
制
定
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
要
領
の
制
定
は
既
に
完
了
し

て
お
り
、
こ
の
要
領
に
よ
り
市
内
業

者
と
市
外
業
者
が
共
同
企
業
体
を
結

成
し
て
申
し
込
み
を
す
る
こ
と
で
、

指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
も
市
内
業

者
が
共
同
企
業
体
の
構
成
員
と
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
疑　
今
回
、
基
本
設
計
業
務
の
発

注
が
遅
れ
た
こ
と
で
、（
仮
称
）
新

瑞
穂
総
合
支
所
の
建
設
完
了
時
期
も

遅
れ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

答
弁　
建
設
完
了
時
期
に
つ
い
て
は

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
で
あ
る
。

意
見　
庁
舎
整
備
事
業
に
お
い
て
当

初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
る

場
合
は
市
民
へ
の
説
明
も
必
要
と
な

る
の
で
、
可
能
な
限
り
早
急
に
議
会

へ
報
告
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
疑　
冷
房
設
備
等
対
応
臨
時
特
例

交
付
金
事
業
と
し
て
約
10
億
円
の
事

業
費
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
財

源
内
訳
の
一
つ
で
あ
る
国
か
ら
の
臨

時
特
例
交
付
金
が
７
９
５
１
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
費
の

約
８
％
し
か
交
付
さ
れ
な
い
の
か
。

答
弁　
今
回
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
単
価
が
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
２
万
２
千
円
と
定
め
ら
れ
て

い
る
が
、
予
算
積
算
単
価
は
１
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
５
万
円
で
、
予

算
に
対
し
て
４
割
程
度
の
補
助
単
価

の
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
補
助

単
価
に
対
す
る
補
助
率
が
３
分
の
１

と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
予
算
に

計
上
し
て
い
る
交
付
金
の
額
に
な

る
。
事
業
費
の
残
り
の
部
分
に
は
、

合
併
特
例
債
の
充
当
を
予
定
し
て
い

る
。

採
決　
賛
成
少
数
で
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

●
討
論
の
内
容
は
P
５
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
案

国
に
対
し
「
消
費
税
率
１０
％
へ
の

引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願

付　　託　　案　　件 審議結果
長崎県市町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の増加及
び長崎県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議 原案可決

平成30年度一般会計補正予算（第４号）案 原案可決

国に対し「消費税率10％への引き上げ中止を求める意見書」の提出
を求める請願 不採択

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
２
件
、不
採
択

１
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
建
て
替
え
予
定
の
瑞
穂
総
合
支
所
）

総
　
　
務
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常任委員会報告

質
疑　
手
話
を
知
ら
な
い
市
民
向
け

の
勉
強
会
開
催
の
考
え
は
。

答
弁　
一
般
市
民
向
け
の
手
話
講
座

と
し
て
、
1
年
目
を
入
門
編
、
2
年

目
を
基
礎
課
程
と
し
て
2
年
間
講
座

を
開
催
し
、
修
了
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
受
講

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
講
座
を
開
催
し
、
多
く
の
方

に
手
話
を
取
得
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
家
庭
的
保
育
事
業
等
と
い
う

の
は
、
保
育
事
業
所
の
保
育
士
が
休

暇
を
取
得
す
る
際
、
保
育
士
が
不
足

す
る
の
で
子
ど
も
を
他
の
保
育
園
に

預
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
れ

と
も
保
育
士
の
派
遣
を
受
け
る
の
か
。

答
弁　
代
替
保
育
に
つ
い
て
は
、
家

庭
的
保
育
事
業
所
等
の
保
育
士
が
急

遽
休
暇
を
取
り
運
営
で
き
な
い
場

合
、
他
の
保
育
園
等
へ
子
ど
も
を
預

け
た
り
、
小
規
模
保
育
事
業
所
等
の

連
携
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
保

育
士
を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

可
能
に
な
る
。

質
疑　
浄
化
槽
設
置
実
績
で
、
昨
年

度
は
81
基
、
本
年
度
は
100
基
を
超
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
増
え
た

要
因
は
ど
う
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
の
か
。

答
弁　
来
年
の
消
費
税
増
税
を
見
込

ん
で
の
設
置
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

質
疑　
給
食
セ
ン
タ
ー
配
送
車
の
納

車
が
平
成
31
年
度
に
困
難
で
あ
る
と

説
明
が
あ
っ
た
が
、
現
在
あ
る
配
送

車
で
足
り
る
の
か
。

答
弁　
現
在
あ
る
配
送
車
に
つ
い
て

は
、
古
い
車
で
あ
る
た
め
不
具
合
を

起
こ
し
て
い
る
が
、
残
り
の
配
送
車

で
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

な
る
べ
く
早
く
新
し
い
配
送
車
に
入

れ
替
え
を
考
え
て
い
る
。

質
疑　
小
中
学
校
の
冷
房
設
備
の
契

約
は
1
校
ご
と
契
約
す
る
の
か
。

答
弁　
想
定
し
て
い
る
の
は
、
で
き

る
だ
け
早
く
設
置
が
で
き
る
契
約
の

形
態
を
考
え
て
お
り
、
事
業
規
模
を

考
え
た
場
合
、
1
校
ま
た
は
複
数
校

あ
た
り
で
の
契
約
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
国
見
総
合
運
動
公
園
（
遊
学

の
里
く
に
み
）
収
支
決
算
で
報
酬
が

平
成
28
年
度
と
平
成
27
年
度
を
比
較

し
て
2
7
0
万
円
程
度
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
そ
の
要
因
は
何
か
。

答
弁　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
に
か
け
て
職
員
の
配
置
構
成
が
変

更
に
な
り
、
パ
ー
ト
を
職
員
に
登
用

し
た
り
、
パ
ー
ト
の
宿
直
職
員
を
2

名
か
ら
3
名
交
代
に
し
た
こ
と
に
よ

り
増
と
な
っ
た
。

質
疑　
入
札
事
務
に
関
し
て
、
量
販

店
で
安
く
購
入
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

答
弁　

雲
仙
市
の
入
札
に
関
し
て

は
、
市
に
参
加
登
録
が
あ
る
業
者
か

ら
指
名
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
、
指
名
競
争
入
札
に
お
い
て
登

録
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ

る
。

　
市
の
方
針
と
し
て
、
市
内
で
発
注

で
き
る
も
の
は
市
内
に
と
い
う
こ
と

が
原
則
で
あ
り
、
市
外
に
競
争
力
が

高
い
業
者
も
い
る
と
思
う
。
し
か

し
、
安
く
仕
入
れ
が
で
き
る
か
ら
と

い
っ
て
そ
の
業
者
と
1
者
随
意
契
約

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。

手
話
言
語
条
例
の
制
定

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）案

指
定
管
理
者
の
指
定

動
産
の
買
入
れ

付　　託　　案　　件 審議結果

手話言語条例の制定　ほか１件 原案可決

平成30年度一般会計補正予算（第４号）案　ほか１件 原案可決

指定管理者の指定　ほか１件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
６
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
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常任委員会報告

産
業
建
設

付　　託　　案　　件 審議結果

平成30年度�一般会計補正予算（第４号）案 原案可決

平成30年度�下水道事業特別会計補正予算（第２号）案 原案可決

平成30年度�国民宿舎事業特別会計補正予算（第１号）案　ほか１件 原案可決

指定管理者の指定 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
５
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

意
見　
町
下
地
区
公
有
水
面
埋
立
事

業
に
つ
い
て
、
今
回
の
埋
立
申
請
の

計
画
に
は
既
存
埋
立
地
の
隣
接
地

2.7
ha
の
み
で
、
将
来
構
想
地
と
な
っ

て
い
る
6.9
ha
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

将
来
構
想
地
ま
で
埋
立
を
し
な
け
れ

ば
せ
っ
か
く
の
土
地
が
活
き
な
い
と

考
え
る
た
め
、
全
体
構
想
が
早
期
完

了
す
る
よ
う
最
善
を
尽
く
す
べ
き
だ
。

質
疑　
検
討
部
会
で
評
価
さ
れ
た
点

数
が
最
低
基
準
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
選
定
委
員
会
で
指

摘
等
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
弁　
選
定
委
員
会
に
担
当
部
局
が

入
っ
て
い
な
い
た
め
ど
の
よ
う
な
話

が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。た
だ
し
、

評
価
点
数
も
含
め
て
良
か
っ
た
点
や

疑
問
点
な
ど
検
討
部
会
の
中
で
述
べ

ら
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
選
定
委

員
会
の
前
段
で
報
告
を
し
て
い
る
。

質
疑　
売
上
目
標
を
出
す
と
き
に
は

根
拠
を
基
に
算
出
す
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
根
拠
が
見
え
な
い
。
売
上
げ
を

伸
ば
す
た
め
に
は
何
か
を
し
な
い
と

達
成
で
き
な
い
が
、
検
討
部
会
で
は

ど
の
よ
う
な
話
が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
弁　
今
回
バ
イ
ヤ
ー
を
入
れ
て
農

産
物
を
集
め
る
計
画
と
、
ピ
ザ
の
販

売
を
活
用
し
て
地
元
の
農
産
物
を
利

用
し
て
い
く
計
画
の
中
で
、
農
産
物

の
品
質
に
も
こ
だ
わ
り
な
が
ら
売
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意

向
が
あ
っ
た
。

質
疑　
一
般
的
に
賑
わ
い
の
あ
る
直

売
所
で
は
中
が
き
ち
ん
と
見
え
る
よ

う
な
建
物
の
構
造
に
な
っ
て
い
る

が
、
千
々
石
農
産
物
直
売
所
は
、
窓

が
少
し
は
あ
る
が
板
壁
で
中
が
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
。
市
で
改
築
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

答
弁　
農
産
物
の
売
上
げ
を
伸
ば
す

た
め
に
施
設
の
改
修
が
必
要
な
の
か

そ
れ
と
も
陳
列
方
法
の
工
夫
に
よ
り

売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
、
施
設
の
改
修
を
行
う
と
費
用

が
発
生
す
る
た
め
、
指
定
管
理
者
と

十
分
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
主
な
事
業
内
容
を
ど
う
検
証

す
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
指
定
管
理

者
に
任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
指
導

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
際
は
指
導

し
た
日
時
、
要
件
、
指
定
管
理
者
か

ら
の
回
答
内
容
が
わ
か
る
よ
う
な
形

で
文
書
に
残
す
べ
き
だ
。

　

今
回
の
調
査
で
、
小
浜
町
及
び

千
々
石
町
内
で
鮮
魚
を
納
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
業
者
が
、
現
在
の
納
入

業
者
の
ほ
か
に
も
７
業
者
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

意
見　
合
併
か
ら
今
日
ま
で
鮮
魚
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
仕
入
れ
が

特
定
の
業
者
で
あ
り
、
そ
の
金
額
が

毎
年
約
５
０
０
万
円
近
く
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
公
の
施
設
で
あ
り
な
が

ら
、
長
年
に
わ
た
り
公
平
性
を
欠
い

た
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
歴
代
の
支

配
人
及
び
料
理
長
が
、
仕
入
れ
が

偏
っ
て
い
た
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な

が
ら
、
策
を
講
じ
な
い
ま
ま
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
の
で

改
善
す
べ
き
だ
。

質
疑　
管
理
不
行
き
届
き
が
原
因
で

問
題
が
起
き
な
い
よ
う
に
決
裁
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
他
の
部
署
も

含
め
て
改
革
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
弁　
今
回
の
望
洋
荘
の
件
を
契
機

と
し
て
、
他
の
部
署
も
改
善
を
す
べ

き
と
こ
ろ
は
改
善
を
し
て
い
き
た
い
。

　
今
回
の
議
案
に
関
連
す
る
事
業
な

ど
５
箇
所
の
現
地
調
査
を
実
施
し

た
。

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
案

指
定
管
理
者
の
指
定

望
洋
荘
の
運
営

（
宿
泊
及
び
会
食
時
の
仕
入
れ
）

現
地
調
査
を
実
施
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金澤市政のここが聞きたい
 

議
員 　
2
年
前
の
熊
本
地
震
の

時
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
公
立

小
中
学
校
で
、
数
少
な
い
洋
式
ト

イ
レ
に
高
齢
者
や
被
災
者
が
列
を

作
る
事
態
が
起
き
た
。
避
難
し
た

被
災
者
の
困
っ
た
こ
と
の
1
位
に

「
和
式
ト
イ
レ
が
多
い
」
と
な
っ

て
い
る
。
市
の
状
況
は
。

 

教
育
長 　
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋

式
化
の
状
況
は
、
校
舎
は
37
％
、

体
育
館
は
20
％
、
全
体
合
計
で

34
％
と
い
う
状
況
で
50
％
を
目
標

に
洋
式
化
を
進
め
た
い
。

 

議
員 　
洋
式
化
の
理
由
は
、
第

1
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
。
家

庭
で
は
洋
式
ト
イ
レ
が
当
た
り
前

の
時
代
に
、
学
校
の
ト
イ
レ
は
和

式
ト
イ
レ
が
主
流
。
2
番
目
に
、

災
害
時
の
備
え
の
た
め
に
。
学
校

は
災
害
時
に
避
難
場
所
と
な
っ
て

い
る
。
和
式
ト
イ
レ
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
方
に
、
辛
い
思
い

を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
3
番
目

に
、
節
水
、
水
道
料
金
の
節
減
の

た
め
。
洋
式
ト
イ
レ
は
、
和
式
に

比
べ
て
大
幅
に
少
な
い
水
の
使
用

で
す
む
。
以
上
の
点
か
ら
、
静
岡

県
焼
津
市
で
は
、
2
0
2
0
年
度

ま
で
に
1
0
0
％
洋
式
化
を
発
表

し
て
い
る
の
で
市
も
計
画
を
。

 

議
員 　
高
齢
者
が
多
い
福
祉
施

設
、
保
育
園
、
宿
泊
施
設
等
に

A
E
D
購
入
費
補
助
を
行
う
考
え

は
。
人
が
倒
れ
、
死
戦
期
呼
吸
の

場
合
、
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
を

行
う
が
、
そ
の
途
中
で
A
E
D
を

使
う
と
シ
ョ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

今
の
心
臓
の
状
態
を
判
断
す
る
こ

と
に
も
利
用
さ
れ
る
。
佐
賀
県
の

市
で
は
、
2
分
の
1
以
内
の
補
助

制
度
が
あ
る
。（
限
度
額
あ
り
）

 

副
市
長 　
早
急
に
検
討
を
し
、

長
く
な

ら
な
い

間
に
示

し
た
い
。

小中学校の洋式トイレ

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P10
矢﨑　勝己…P11
上田　　篤…P11

小畑　吉時…P12
平野　利和…P12
浦川　康二…P13

林田　哲幸…P13
山本　松一…P14
小田　孝明…P14

市政を問う 9名の議員が一般質問

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
普
及
促
進
は
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一般質問

 

議
員 　
T
P
P
、
T
A
G
、
日

欧
E
P
A
と
は
何
か
。
雲
仙
市
の

農
業
に
ど
ん
な
影
響
を
も
た
ら
す

の
か
。
市
に
対
策
は
あ
る
の
か
。

 

市
長 　
内
容
な
ど
で
の
違
い
は

あ
る
が
、
物
品
の
関
税
、
サ
ー
ビ

ス
、
投
資
の
自
由
化
等
を
目
的
と

し
た
経
済
協
定
で
あ
る
。
輸
入
農

産
物
の
増
加
に
伴
う
価
格
の
低
迷

な
ど
を
懸
念
す
る
が
、
国
や
県
等

の
施
策
を
農
業
者
へ
周
知
・
支
援

を
図
る
。

 

議
員 　
影
響
額
の
試
算
は
あ
る

の
か
。

 

産
業
部
長 　
県
、
市
で
の
試
算

は
難
し
い
。

 

議
員 　
平
成
24
年
4
回
定
例
会

で
は
次
の
よ
う
な
回
答
だ
っ
た
。

（
T
P
P
に
よ
る
影
響
は
）
平
成

22
年
の
試
算
で
は
、
県
の
農
業
産

出
額
は
1
3
9
6
億
円
、
う
ち

36
％
の
4
9
7
億
円
減
少
。
市
の

農
業
算
出
額
は
2
0
0
億
円
、
う

ち
31
％
の
62
億
円
減
少
。
T
P
P

に
加
え
E
P
A
も
と
な
る
と
大
変

な
事
態
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

平
成
24
年
3
月
議
会
で
当
時
の
奥

村
市
長
は
「（
T
P
P
に
）
参
加

し
た
場
合
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
る
」
と
答
弁
し
た
。

 

市
長 　
国
の
動
向
を
注
視
し
情

報
収
集
に
努
め
る
。

 

議
員 　
（
協
定
は
）
地
方
の
努

力
に
冷
水
を
浴
び
せ
る
も
の
だ
。

 

市
長 　
そ
こ
は
不
明
だ
が
、
産

地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
で
努

力
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実

だ
。

TPP等で農業に打撃

 
議
員 　
小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ

ン
設
置
へ
向
け
た
進
捗
状
況
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
財
源
、
市
内
業
者

に
配
慮
し
た
発
注
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

教
育
長 　
最
短
で
、
夏
を
迎
え

る
ま
で
に
普
通
教
室
へ
の
設
置
を

見
込
む
。
財
源
は
、
臨
時
特
例
交

付
金
と
合
併
特
例
債
を
活
用
。
発

注
方
法
な
ど
最
も
早
く
整
備
が
で

き
る
形
態
を
模
索
す
る
。

 

議
員 　
消
費
税
増
税
と
軽
減
税

率
の
導
入
に
伴
う
市
民
や
事
業
者

へ
の
影
響
は
。
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ

ス
と
は
何
か
。

 

市
民
生
活
部
長 　
社
会
保
障
と

税
の
一
体
改
革
の
も
と
、
社
会
保

障
財
源
確
保
の
た
め
、
国
民
全
体

に
負
担
を
求
め
る
国
の
施
策
で
あ

る
。
軽
減
税
率
は
低
所
得
者
に
配

慮
す
る
観
点
か
ら
実
施
さ
れ
る

が
、
対
象
品
目
や
詳
細
な
内
容
が

理
解
し
に
く
い
点
が
あ
る
。
事
業

者
に
は
、
機
器
シ
ス
テ
ム
等
の
改

修
負
担
が
生
じ
る
。
イ
ン
ボ
イ
ス

と
は
適
格
請
求
書
等
の
保
存
方
式

で
あ
る
。

 
議
員 　
水
産
改
革
法
案
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
地
域
漁

業
者
に
計
り
知
れ
な
い
打
撃
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
。
 

産
業
部
長 　
適
切
な
資
源
管
理

と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
両
立

し
、資
源
管
理
措
置
、漁
業
許
可
、

免
許
制
度
な
ど
の
基
本
的
制
度
を

一
体
的
に
見
直
す
こ
と
に
あ
る
。

 

議
員 　
企
業
優
先
の
ル
ー
ル
を

持
ち
込
む
も
の
で
、
中
小
漁
業
者

を
追
い
出
し
、
漁
協
の
弱
体
化
、

漁
場
利
用
の
混
乱
、
農
漁
村
の
衰

退
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
漁
業
水

産
政
策
転
換
の
方
向
は
、
現
実
に

漁
業
を
担
っ
て
い
る
漁
村
地
域
の

再
生
・
発
展
に
お
く
べ
き
だ
。

消費税増税は異次元

農
業
産
出
額
の
30
％
以
上

減
？

矢
やざき

﨑　勝
かつみ

己議員

急
げ
、
エ
ア
コ
ン
設
置

水
産
改
革
法
案
と
は

消
費
税
増
税
と
軽
減
税
率

上
うえだ

田　篤
あつし

議員

雲仙市農産物
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金澤市政のここが聞きたい

エアコン設置後の管理

 

議
員 　
エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
管

理
で
、
電
気
代
を
節
約
し
な
さ
い

と
は
な
ら
な
い
の
か
。

 

教
育
次
長 　

無
理
な
節
電
に

よ
っ
て
児
童
生
徒
が
体
調
を
崩
す

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
環
境
衛
生
基
準
の
範
囲
内

で
運
用
し
て
い
く
。

 

議
員 　
島
鉄
バ
ス
の
時
間
帯
に

つ
い
て
要
望
を
受
け
た
。
乗
り
た

い
時
間
に
バ
ス
の
運
行
が
な
い
。

市
を
通
じ
て
要
望
書
を
提
出
し
た

が
返
答
は
あ
っ
た
の
か
。

 

総
務
部
長 　
改
善
の
方
向
で
検

討
し
て
い
る
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。

 

議
員 　
小
浜
港
に
ク
ル
ー
ズ
船

を
停
泊
さ
せ
、
小
浜
・
雲
仙
温
泉

に
宿
泊
し
て
も
ら
い
雲
仙
市
の
魅

力
を
発
信
さ
せ
る
事
が
大
事
だ
。

 

産
業
部
長 　
ク
ル
ー
ズ
船
を
主

催
す
る
観
光
会
社
な
ど
に
商
品
開

発
が
で
き
な
い
か
協
議
す
る
。

 

議
員 　
雲
仙
温
泉
観
光
協
会
で

開
催
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ナ
イ
ト
は
定

着
し
観
光
客
に
も
好
評
だ
。
し
か

し
、
冬
山
の
仁
田
峠
に
は
車
で
登

れ
な
い
。
せ
っ
か
く
の
霧
氷
が
見

れ
な
い
。
そ
こ
で
協
会
の
方
が
考

え
て
い
る
麓
か
ら
仁
田
峠
ま
で
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
提
案
す
る
。

 

産
業
部
長 　
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が

麓
ま
で
延
長
す
る
と
、
雲
仙
の
見

ど
こ
ろ
の
霧
氷
が
厳
し
い
天
候
時

に
観
光
で
き
て
観
光
振
興
の
起
爆

剤
と
な
り
渋
滞

緩
和
に
も
な

る
。
工
事
費
や

国
立
公
園
の
保

護
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
協
議

し
て
い
く
。

 
議
員 　
時
報
チ
ャ
イ
ム
が
「
市

の
歌
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
か
ら
の
苦
情
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

 

総
務
部
長 　
音
質
、
音
量
、
曲

に
関
す
る
こ
と
な
ど
43
件
の
意
見

や
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

 

議
員 　
今
後
、見
直
し
の
考
え
は
。

 

総
務
部
長 　
「
音
が
割
れ
て
い

る
、音
量
が
大
き
い
、う
る
さ
い
」

な
ど
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
の

で
、
音
質
・
音
量
に
つ
い
て
は
変

更
し
て
い
き
た
い
。

 

議
員 　
市
内
の
子
ど
も
た
ち
に

も
学
校
行
事
を
通
し
て「
市
の
歌
」

を
教
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ

の
取
り
組
み
は
。

 

教
育
長 　
市
歌
制
定
後
、
各
学

校
に
C
D
と
楽
譜
を
配
付
し
て
お

り
、
学
校
内
の
掃
除
や
給
食
の
時

間
に
曲
を
流
し
活
用
し
て
い
る
。

今
後
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
と
親

し
ま
れ
、
口
ず
さ
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

 

総
務
部
長 　
現
在
、
吹
奏
楽
用

の
譜
面
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
2
月
頃
の
完
成
予
定
で
あ
る
。

完
成
次
第
、
各
中
学
校
へ
配
付
し
、

活
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

議
員 　
先
日
開
催
さ
れ
た
市
民

音
楽
祭
に
お
い
て
、
出
場
者
と
来

場
者
が
一
緒
に
な
り
「
市
の
歌
」

を
合
唱
し
た
こ
と
は
大
変
よ
い
事

で
あ
る
。
朝
の
時
報
チ
ャ
イ
ム
で

漠
然
と
曲
を
流
す
だ
け
で
な
く
、

新
た
に
周
知
、
広
報
を
研
究
さ
れ

て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

「雲仙市の歌」の活用
市
民
へ
の
周
知
、
広
報
は

朝
の
時
報
チ
ャ
イ
ム
の
見
直

し
は

小
おばた

畑　吉
よしとき

時議員

平
ひら の

野　利
としかず

和議員

エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
維
持
管

理
は

高
齢
者
の
交
通
対
策
は

観
光
振
興
は

仁田峠のロープウェイ

雲仙市の歌
雲仙岳から　ふく風に
大地目覚めて　豊かな恵み
生きる喜び　ともに満ち
希望にむかう　うんぜんは
心ふれあう　ふるさとよ

12雲仙市議会だより●第59号（平成31年2月)



一般質問

 

議
員 　
雲
仙
市
内
の
中
小
企
業

か
ら
の
い
ろ
ん
な
相
談
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

 

市
長 　
雲
仙
市
商
工
会
と
の
連

携
を
通
じ
、
小
規
模
事
業
者
の
経

営
改
善
、指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

空
き
店
舗
を
活
用
す
る
な
ど
、
新

規
出
店
の
促
進
、
商
店
の
持
続
化

に
関
す
る
相
談
受
付
や
補
助
制
度

に
よ
る
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
商
業
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。

 

議
員 　
雲
仙
市
に
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
を
配

置
し
た
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 
産
業
部
長 　
商
工
会
に
お
い
て

も
市
内
の
中
小
企
業
、
小
規
模
事

業
者
に
寄
り
添
っ
た
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
を
目
指
し
て
事
業
展
開
を

図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
の
考
え
は
な
い
。

 

議
員 　
市
内
の
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
は
実
行
委
員
会
形
式
で
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
市
の
職
員
は
ど
ん

な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
の
か
。

産
業
ま
つ
り
に
は
多
く
の
職
員
が

い
た
が
、
職
員
と
し
て
の
仕
事
な

の
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
か
、
何

名
い
た
の
か
。

 

産
業
部
長 　
仕
事
と
し
て
46
名
。

 

議
員 　

雲
仙
市 

湯・
Y
O
U

マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
何
人
の
職
員
を

出
せ
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
出
せ
な

い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
2
～
3
名

な
ら
と
い
わ
れ
た
。
事
業
に
よ
っ

て
職
員
を
出
し
た
り
出
さ
な
か
っ

た
り
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
統

一
の
ル
ー
ル
が
で
き
な
い
の
か
。

 

総
務
部
長 　
観
光
物
産
課
や
農

林
水
産
課
と
い
う
よ
う
に
各
課
に

要
請
が
あ
っ
て
い
る
が
、
各
課
と

か
、
部
を
越
え
た
地
域
的
な
も
の

と
し
て
職
員
を
出
す
方
法
が
な
い

か
最
良
な
方
法
を
考
え
て
み
た
い

と
思
う
。

積極的サポートを

 
議
員 　
雲
仙
市
消
防
組
織
の
現

状
と
問
題
点
は
。

 

市
民
生
活
部
長 　
消
防
組
織
の

問
題
点
と
し
て
、
常
備
消
防
が
島

原
・
県
央
の
2
消
防
本
部
に
所
属

し
て
お
り
、
圏
域
を
越
え
て
の
救

急
・
防
災
体
制
の
連
携
が
容
易
で

な
い
。

 

議
員 　
消
防
組
織
を
広
域
化
し

た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

市
民
生
活
部
長 　
迅
速
で
効
果

的
な
出
動
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
人
員
配
置
の
効
率
化
に

よ
る
現
場
体
制
の
充
実
、
財
政
・

組
織
面
で
の
消
防
基
盤
強
化
等
が

あ
る
。

 

議
員 　
雲
仙
市
の
消
防
広
域
化

推
進
の
方
向
性
は
。

 

市
民
生
活
部
長 　
県
は
消
防
広

域
化
推
進
計
画
再
策
定
に
向
け
準

備
中
。
市
は
推
進
協
議
会
の
検
討

状
況
を
注
視
し
、
市
が
抱
え
る
2

消
防
本
部
管
轄
解
消
に
向
け
、
県

に
対
し
、
広
域
化
の
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

 

議
員 　
市
は
7
月
に
消
防
県
下

一
本
化
体
制
を
要
望
し
て
い
る

が
、
市
と
し
て
、
県
下
一
本
化
を

基
本
と
し
つ
つ
も
、
段
階
的
に
問

題
点
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
方
向
性
は
な
い
の
か
。

 
市
長 　
段
階
と
す
れ
ば
、
県
下

1
消
防
本
部
に
な
る
の
か
、
人
口

30
万
人
圏
域
で
県
央
と
島
原
が
統

合
し
て
も
ら
え
る
の
か
、
県
と
の

間
で
必
要
な
協
議
を
重
ね
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

議
員 　
消
防
組
織
の
問
題
解
消

は
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
行

政
の
使
命
で
あ
る
。
段
階
的
な
手

段
と
し
て
、
広
域
圏
相
互
の
連
携

協
力
・
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
共
同
運
用
、
更
に
は
広
域

圏
の
再
編
等
、
実
現
で
き
る
方
向

性
を
市
民
に
明
確
に
示
し
て
積
極

的
な
広
域
化
推
進
を
提
言
す
る
。

消防組織広域化推進は
現
状
と
問
題
点
は

広
域
化
推
進
の
方
向
性
は

林
はやしだ

田　哲
てつゆき

幸議員

中
小
企
業
へ
の
支
援
は

産
業
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
開

催

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

議
員 　
昨
年
は
6
月
総
会
が
遅

れ
て
12
月
に
開
か
れ
た
が
、
今
年

も
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
。
組
合

員
は
不
安
で
あ
り
困
っ
て
い
る
。

　
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
長 　
国
見
町
多
比
良
地
区
の

漁
業
者
が
所
属
す
る
有
明
漁
協
の

機
能
は
停
止
し
て
い
る
。

　
長
崎
県
は
11
月
22
日
水
産
業
協

同
組
合
法
の
規
定
に
よ
り
、
前
組

合
長
に
総
会
を
開
催
す
る
よ
う
命

令
書
を
手
渡
し
た
が
平
成
30
年
11

月
27
日
ま
で
開
か
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
た
め
、
県
は
ま
た
同
法
の

規
定
に
基
づ
き
有
明
漁
協
の
前
代

表
監
事
に
役
員
選
任
の
着
実
な
履

行
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
11
月
30
日

に
新
役
員
選
任
に
向
け
た
組
合
員

説
明
会
を
開
催
し
12
月
27
日
に
臨

時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
や
、
新

役
員
選
任
ま
で
の
日
程
の
決
定
が

な
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

 

議
員 　
県
は
漁
協
の
合
併
を
推

進
し
て
お
り
、
国
見
町
で
は
土
黒

漁
協
と
神
代
漁
協
が
平
成
20
年
4

月
1
日
合
併
し
た
。
合
併
は
漁
業

振
興
に
は
必
要
と
思
う
が
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

 

市
長 　
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
高
齢
化
に
よ
る
漁
業
者
の
減

少
や
水
産
業
資
源
の
減
少
な
ど
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
本
市
の
漁
業
振

興
を
図
る
上
で
漁
業
協
同
組
合
の

経
営
改
善
や
合
併
に
よ
る
財
務
基

盤
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　
11
月
26
日
設
置
さ
れ
た
諫
早
湾

地
区
漁
業
協
同
組
合
合
併
研
究
会

（
国
見
、
瑞
穂
、
小
長
井
町
漁
協
、

諫
早
市
、
雲
仙
市
、
県
漁
連
等
）

に
積
極
的
に
参
加
し
、
ま
た
協
力

し
な
が
ら
漁
業
の
活
性
化
に
向
け

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

どうなるのか有明漁協

 
議
員 　
未
利
用
財
産
の
件
数
と

売
却
件
数
、今
後
の
検
討
内
容
は
。

 
市
長 　

現
在
ま
で
92
件
売
却

し
、
現
在
68
件
の
売
却
可
能
物
件

が
あ
る
。
今
後
は
売
却
可
能
な
14

件
を
引
き
続
き
売
却
し
自
主
財
源

確
保
に
努
め
る
。

 

議
員 　
売
払
要
領
の
随
意
契
約

条
件
を
緩
和
す
る
こ
と
で
、
売
却

可
能
件
数
が
増
え
る
と
考
え
る
が
。

 

総
務
部
長 　
可
能
か
調
査
し
た
い
。

 

議
員 　
市
の
公
共
施
設
数
は
4

4 

5
施
設
と
多
い
が
、今
回
の
公

共
施
設
総
合
管
理
計
画
で
、管
理

す
る
部
署
の
所
管
替
え
を
含
め
た
、

抜
本
的
な
改
革
に
よ
り
管
理
費
等

の
予
算
が
削
減
で
き
る
の
で
は
。

 

部
長 　
補
助
金
の
問
題
も
あ
り

所
管
替
え
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

 

議
員 　
自
治
会
が
使
用
し
て
い

る
市
公
民
館
と
自
治
集
会
所
の
管

理
経
費
負
担
に
不
均
衡
が
あ
る
が
。

 

部
長 　
市
公
民
館
と
自
治
集
会

所
の
負
担
に
差
は
あ
る
が
、
今
後

は
市
公
民
館
を
自
治
会
に
無
償
譲

渡
し
て
、
維
持
管
理
費
は
払
っ
て

も
ら
う
方
向
で
進
め
る
。

 

議
員 　
市
公
共
施
設
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
は
普
及
し
て
い
る
が
、

今
後
、
他
市
に
遅
れ
な
い
よ
う
、

一
般
家
庭
へ
の
普
及
の
考
え
は
な

い
の
か
、
ま
た
補
助
金
は
あ
る
か
。

 
総
務
部
長 　
市
民
・
企
業
か
ら

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
の
要
望
も

あ
って
い
る
が
、
雲
仙
市
だ
け
が
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
無
い
の
で
、
現
在

施
策
を
精
査
中
で
、
年
度
内
に
案

が
策
定
で
き
る
よ
う
準
備
し
た
い
。

 

議
員 　
防
災
対
策
の
調
査
結
果

は
い
つ
千
々
石
海
岸
地
区
住
民
に

説
明
報
告
で
き
る
の
か
。

 

産
業
部
長 　
調
査
完
了
後
で
き

る
だ
け
早
く
報
告
す
る
。

 

議
員 　
大
型
台
風
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
調

査
後
、
速
や
か
な
着
工
を
望
む
。

公有財産の有効活用を
未
利
用
財
産
の
売
却
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
普
及

千
々
石
海
岸
防
災
対
策
は

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員

山
やまもと

本　松
まついち

一議員

有
明
漁
協
の
総
会
は
い
つ
か

漁
協
の
合
併
は
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議会のうごき
11月20日（火）
愛野・小浜バイパス建設促進期成会他要望
　上記要望活動を、島原半島幹線道路網建
設促進期成会、南島原工区地域高規格道路
（島原天草長島連絡道路）建設促進期成会と
合同で行い、元村議長が参加しました。
　国土交通省、財務省、地元選出国会議員
などを訪問するとともに、半島各市の現状を
説明し、要望を行いました。

1月4日（金）
雲仙市成人式
　ハマユリックスホールで開催され、全議員
が参加しました。今年の成人式は対象者466
名の内、約420名が出席し成人としての門出
を祝いました。これまで支えて頂いた多くの
方々への感謝を忘れず、成人としての強い自
覚を持ち、社会への義務と責任を果たす中
で、大きく飛躍されることを心から願います。

12月2日（日）
第12回雲仙市産業まつり

　産業まつりがJA全農ながさき県南家畜
市場で開催され、元村議長ほか多くの議
員が出席しました。今回の産業まつりに
は80店舗が出店しており、雲仙ブランド
をはじめとした市内の特産品を買い求め
るお客さんで大変賑わっていました。

1月5日（土）
雲仙市消防出初式
　小浜マリンパークイベント広場において、多
くの消防団員参加のもと、盛大に開催されま
した。消防団員の皆様方は生業の傍ら、地元
住民のために日夜を問わず防火活動にご尽
力されておられますことに感謝申し上げます。
　本年が平穏な年となりますよう祈念いたし
ます。
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発
行：雲

仙
市
議
会

編
集：議

会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

59号
平
成
31年

2月
１
日
発
行

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp://w

w
w

.city.u
n

zen
.n

agasaki.jp/

0957ｰ38ｰ2252
lg

:

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
NON-VOCベジタブルインキで印刷されています。

編 集 後 記

議会を傍聴してみませんか？
平成31年第1回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は

2月21日（木）～ 3月20日（水）です
■一般質問　　2月25日（月）～ 28日（木）
■議案質疑　　3月  4日（月）
■委 員 会
　　文教厚生常任委員会　　3月5日（火）～ 6日（水）
　　産業建設常任委員会　　3月5日（火）～ 7日（木）
　　総務常任委員会　　　　3月7日（木）～ 8日（金）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。

　明けましておめでとうございます。
　広報委員となって1年が経過し、
私の初めての編集後記が、平成最後
の編集後記となりました。市民皆様
の議会への関心が深まるよう、分か
りやすい紙面を目指しましたが結果
は??　今年、再チャレンジします！
　2018年の漢字は「災」でしたが、
来たる新年号の年が皆様にとって、
災い転じて福となりますように！
� （山本　松一）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　渡辺勝美
副委員長　平野利和
委　　員　矢㟢勝己、大山真一
　　　　　山本松一、藤本淳次郎

時の人

　私は、果樹農家の次男として生まれました。梨の収
穫時期が台風と重なり大きな被害を受ける様子を幾度
となく見て育ちました。父に「なぜこの仕事を続ける
のか？」と問うたことがあります。「何の仕事にもリ
スクはつきもの、それを乗り越えてこそ仕事の嬉しさ
がある、それが人生たい」これが父の答えでした。
　如何なる仕事であってもその道を極めることの大切
さを学び、果樹農家を引き継ぐことは出来ませんでし
たが、父の仕事に対する精神は今の私の原点となって
います。
　幼い頃から絵描きになりたい夢がありました。今は、
白いキャンバスから大地のキャンバスに絵を描く庭師
の道を選択し50年の歳月が経ちます。今回の受賞は師
匠である�故�小島佐一氏（造園会第1号の名工）に少し
恩返しが出来たかなと思うのと同時に、これからも庭
師人生に精進して参りたいと思っています。

※「現代の名工」…�卓越した技能を持ち、その道一筋
の第一人者を顕彰するもの

（有）宮本造園　代表取締役

宮本　秀利

2018年度
「現代の名工」受賞
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